
さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像） 

中間見直しに係る緑区検討懇話会 

 
次  第 

 
  日 時 令和６年７月２６日（金） 

                     午前１０時から 

場 所 緑区役所 ３階大会議室  

 

 

１ 開会 
 
２ 挨拶 
 
３ 出席者紹介 
 
４ 座長及び職務代理の選出 
 
５ 意見交換 

（1）緑区の特性・まちづくりのポイントについて 
（2）その他 

 
６ 閉会 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
【当日配付資料】 
・次第 
・委員名簿 
・席次表 
・さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像）中間見直しに 
係る緑区検討懇話会設置要綱 

・さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像）中間見直しに 
係る緑区検討懇話会傍聴要領 

・さいたま市総合振興計画基本計画のリーフレット 
 
【事前配布資料】 
・資料１「さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像）中間 

見直しに係る緑区検討懇話会」 

・資料２「各区の特性と将来像」（緑区抜粋） 
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さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像）中間見直しに係る 

緑区検討懇話会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 さいたま市総合振興計画基本計画の中間見直しに向けた検討に当たり、

「緑区の特性と将来像」（さいたま市総合振興計画基本計画第４部に該当す

る部分をいう。以下同じ。）について、緑区において活動する各種団体から

意見を聴くため、さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像）

中間見直しに係る緑区検討懇話会（以下「懇話会」という。）を設置する。 

（委員） 

第２条 懇話会の委員は、緑区において活動する各種団体の代表者等２０名以

内とする。 

（座長） 

第３条 懇話会に座長を置く。 

２ 座長は、委員の互選により定める。 

３ 座長は、会務を総理し、懇話会を代表する。 

４ 座長に事故があるとき、又は座長が欠けたときは、委員のうちから座長が

あらかじめ指定した者がその職務を代理する。 

 （会議） 

第４条 懇話会の会議の議長は、座長とする。 

２ 座長は、必要があると認めるときは、委員以外の者から意見若しくは説明

を聴くため出席を求め、又は必要な資料の提出を求めることができる。 

（会議の公開） 

第５条 懇話会の会議は、原則公開とする。 

（庶務） 

第６条 懇話会の庶務は、緑区役所区民生活部総務課において処理する。 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、懇話会の運営に関し必要な事項は、別

に定める。 



 

附 則 

 この要綱は、令和６年５月２３日から施行し、令和７年３月３１日に効力を

失う。 



さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像）中間見直しに係る 

緑区検討懇話会傍聴要領 

（趣旨） 

第１条 この要領は、さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来 

像）に係る緑区検討懇話会（以下「懇話会」という。）の会議の傍聴に関し、

必要な事項を定めるものとする。 

（傍聴の手続等） 

第２条 会議を傍聴しようとする者（報道関係者を除く。以下この項において

同じ。）は、傍聴券（別記様式）の交付を受けなければならない。ただし、

傍聴しようとする者の同伴する児童又は乳幼児については、この限りでない。 

２ 傍聴の受付は、会議の開催当日、開催場所において、開催定刻３０分前か

ら１０分前までの間に行うものとする。 

３ 傍聴の定員数は５人とし、傍聴を予定する者の決定は、原則として抽選に

より行う。 

４ 第１項の傍聴券の交付を受けた者（以下「傍聴人」という。）は、係員の

請求があったときは傍聴券を提示し、その指示に従わなければならない。 

（報道関係者の傍聴に係る手続等） 

第３条 報道関係者は、取材等のため会議を傍聴しようとするときは、あらか

じめ座長の許可を受けなければならない。 

２ 前項の規定により許可を受けた者は、会議を傍聴するときは、腕章等を着

用することにより、報道関係者であることを明示しなければならない。 

（傍聴することができない者） 

第４条 次の各号のいずれかに該当する者は、会議を傍聴することができな

い。 

⑴ 銃器、爆発物その他危険のおそれのあるものを所持している者 

⑵ 酒気を帯びていると認められる者 

⑶ 貼り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を所持している者 



⑷ 前３号に掲げるもののほか、会議を妨害し、又は人に迷惑を及ぼすと認

められる者 

（傍聴人の守るべき事項） 

第５条 傍聴人は、会議を傍聴するに当たっては、次に掲げる事項を守らなけ

ればならない。ただし、座長の許可を得た場合には、この限りでない。 

⑴ 会議における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明し

ないこと。 

⑵ 談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎたてないこと。 

⑶ 鉢巻き、腕章の類をする等示威的行為をしないこと。 

⑷ 撮影又は録音をしないこと。 

⑸ 飲食又は喫煙をしないこと。 

⑹ みだりに席を離れ、又は不体裁な行為をしないこと。 

⑺ 前各号に掲げるもののほか、会議の秩序を乱し、又は妨害となる行為を

しないこと。 

（傍聴人の退場等） 

第６条 傍聴人がこの要領に違反したときは、座長は、これを制止し、その命

令に従わないときは、これを退場させることができる。 

２ 傍聴人は、会議において会議非公開の議決があったときは、速やかに、退

場しなければならない。 

（傍聴人への会議資料の提供） 

第７条 座長は、傍聴人に会議資料を提供するものとする。 

（その他） 

第８条 この要領に定めるもののほか、会議の傍聴に関し必要な事項は、別に

定める。 

附 則 

この要領は、令和６年５月２８日から施行し、令和７年３月３１日に効力を

失う。 



別記様式（第２条関係） 

受付番号     

傍 聴 券 
 

さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像） 

中間見直しに係る緑区検討懇話会 

 

注1 この傍聴券は、他人に譲渡又は貸与することはできません。 

2 係員の請求があったときはこの傍聴券を提示し、その指示に従ってください。 

 

【傍聴することができない者】 

⑴ 銃器、爆発物その他危険のおそれのあるものを所持している者 

⑵ 酒気を帯びていると認められる者 

⑶ 貼り紙、ビラ、掲示板、プラカード、旗、のぼりの類を所持している者 

⑷ 前３号に掲げるもののほか、会議を妨害し、又は人に迷惑を及ぼすと認められる者 

【傍聴人の守るべき事項】 

⑴ 会議における言論に対して拍手その他の方法により公然と可否を表明しないこと。 

⑵ 談論し、放歌し、高笑し、その他騒ぎたてないこと。 

⑶ 鉢巻き、腕章の類をする等示威的行為をしないこと。 

⑷ 撮影又は録音をしないこと。 

⑸ 飲食又は喫煙をしないこと。 

⑹ みだりに席を離れ、又は不体裁な行為をしないこと。 

⑺ 前各号に掲げるもののほか、会議の秩序を乱し、又は妨害となる行為をしないこと。 

※ 傍聴人が上記事項を守らなかった場合は、退場していただくことがあります。 

 

 

 



さいたま市総合振興計画基本計画（各区の特性と将来像）
中間見直しに係る緑区検討懇話会

Ⅰ．さいたま市総合振興計画と中間見直し…………………Ｐ.２

1

Ⅱ．緑区の現状等 …………………Ｐ.７

Ⅲ．「緑区の特性と将来像」の見直し …………………Ｐ.12

１．さいたま市総合振興計画について

２．総合振興計画が描くさいたま市の未来（将来都市像）

３．「区の特性と将来像」の位置付け

４．総合振興計画の中間見直しについて

５．緑区の人口及び世帯の状況

６．緑区に対する市民からの評価や意見

７．「緑区の特性」の見直し（案）

８．「まちづくりのポイント」について

資料１



Ⅰ．さいたま市総合振興計画と中間見直し

１．さいたま市総合振興計画について

２．総合振興計画が描くさいたま市の未来（将来都市像）

３．「区の特性と将来像」の位置付け

４．総合振興計画の中間見直しについて
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１．さいたま市総合振興計画について

社会経済状況の大きな変化に対応し、中長期
的な視点から目指すべき将来都市像と、その実
現に向けた基本的な政策及び施策を総合的・体
系的に定める計画で、本市の都市づくりを計画
的に進めていくための指針となるものです。基本計画

実施計画

基本計画に定められた政策及び施策を具体化し、そ

れらを実現するための個別の事務事業のうち、主なも

のを定めるものです。

各分野の
個別計画

各分野でも様々な計画を策定しています。
これらは、総合振興計画と整合を図って

います。

具 体 化

【総合振興計画の体系図】
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２．総合振興計画が描くさいたま市の未来 （将来都市像）

総合振興計画では、21世紀半ば（おおむね令和32（2050）年頃）を見据えて、
さいたま市が目指すべき２つの将来都市像を示しています。

4



３．「区の特性と将来像」の位置付け

◆基本計画（計画期間：令和３年度～令和12年度（10年））の中に位置付け（第４部 各区の特性と将来像）。

◆「区の特性と将来像」は、各区の目指す姿である区の将来像の実現はもとより、将来都市像の実現に向け、区民と

行政が共に地域のまちづくりに取り組むための目標として区の将来像を共有するとともに、各区の特性を踏まえた取

組の方向性を示すもの。

基本計画

実施計画
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４．総合振興計画の中間見直しについて

計画期間の中間期に当たる令和７（2025）年度に、それまでの点検を行い、検証・分析等に基づ
く基本計画の中間見直しを行うこととしております。
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Ⅱ．緑区の現状等

５．緑区の人口及び世帯の状況

６．緑区に対する市民からの評価や意見
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５．緑区の人口及び世帯の状況

人口総数と年齢別構成比（令和３年４月１日～）

令和３年４月 令和４年４月 令和５年４月 令和６年４月

人口総数（単位：人） 129,945 131,636 132,817 134,058

内訳
（構成比：％）

14歳以下 19,777(15.2) 20,078(15.3) 20,181(15.2) 20,155(15.0)

15～64歳 81,698(62.9) 82,725(62.8) 83,541(62.9) 84,399(63.0)

65歳以上 28,470(21.9) 28,833(21.9) 29,095(21.9) 29,504(22.0)

出典：さいたま市統計

世帯数と世帯平均人数（令和３年４月１日～）

令和３年４月 令和４年４月 令和５年４月 令和６年４月

世帯数（単位：世帯） 56,288 57,373 58,297 59,372

世帯平均人数（単位：人） 2.31 2.29 2.28 2.26

出典：さいたま市統計

※令和５（2023）年に推計された本市の将来推計人口では、2035（令和17）年頃に人口のピークを迎える見込み
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６．緑区に対する市民からの評価や意見
「さいたま市民意識調査」から

さいたま市では、広聴事業の一環として、施策に対する市民の意向等を把握し、今後の市政運営の参
考とするため、平成19年度から市民意識調査を実施しています。

○住みやすさと定住意向

問 あなたがお住まいの「地域」の
住み心地はどうですか。

あなたは現在お住まいの地域に
これからも住みたいと思いますか。
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６．緑区に対する市民からの評価や意見
「さいたま市民意識調査」から

○居住地域の満足度

問 あなたは、お住まいの「地域」に
ついて、どの程度満足していますか。

※２０項目に分けて質問した「居住
地域の満足度」にあてはまる度合
（「満足＋２」、「やや満足＋１」、
「やや不満－１」、「不満－２」の
４段階）を得点化し、スコアを算出
して比較を行った。
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６．緑区に対する市民からの評価や意見
「さいたま市民意識調査」から

○今後の発展の方向性

問 あなたは、お住まいの「地域」が、
今後どのような方向へ発展して
ほしいと思いますか。

※「今後の発展の方向性」に
おける２０項目の回答比率。
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Ⅲ．「緑区の特性と将来像」の見直し
７．「緑区の特性」の見直し（案）

８．「まちづくりのポイント」について
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７．「緑区の特性」の見直し（案）

○産業

見直し前（現行計画）

区内には、従来の商店街に加え、大型商
業店舗等が増加しています。また、浦和美
園駅周辺では地区の魅力を創出する施設
の誘致が検討されています。

見直し（案）

区内には、従来の商店街に加え、大型商
業店舗等が増加しています。また、浦和美
園駅周辺では地区の魅力を創出する施設
の誘致が予定されています。

浦和美園駅周辺で予定されている、地区の魅力を創出する施設の誘致

見直しのポイント
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７．「緑区の特性」の見直し（案）
○産業

見直し前（現行計画）

また、近年では観光農園など都市近郊の
立地条件を生かした新たな経営形態への
取組が図られています。

見直し（案）

また、市内農産物の直売機能や観光農園
の情報発信機能等を備えた農業交流施設
を含む（仮称）さいたま市農業交流公園の
整備が進められ、市内農業者、周辺施設
等との連携・交流の拠点となることが期
待されています。

農業交流施設を含む
（仮称）さいたま市農業交流公園の整備

・認定計画提出者による設計・施工 令和6年7月頃～令和9年
3月末

・施設運営開始（供用開始） 令和9年4月

【参考】（仮称）さいたま市農業交流公園提案概要資料

見直しのポイント
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７．「緑区の特性」の見直し（案）
○地域資源

見直し前（現行計画）

また、見沼通船堀（国指定文化財）、大門
宿本陣表門及び氷川女體神社社殿（県指
定文化財）や南部領辻の獅子舞（市指定
無形民俗文化財）など、地域の歴史を伝
える文化財、神社仏閣や伝統ある祭りや
催しものが多く残されています。

見直し（案）

また、見沼通船堀（国指定文化財）、大門宿本
陣表門及び氷川女體神社社殿（県指定文化
財）、南部領辻の獅子舞及び駒形の祭ばやし
（市指定無形民俗文化財）など、地域の歴史を
伝える文化財や神社仏閣、伝統ある祭りや催
しものが多く残されており、このような文化
財や伝統を守り伝えていくことが大切です。

駒形の祭ばやし（市指定無形民俗文化財）

・指定年月日 昭和51年3月30日指定
・保存団体 駒形ばやし保存会
・公開場所 須賀神社（緑区大字中尾1430-3）
・公開日 7月15日に近い日曜日

見直しのポイント
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７．「緑区の特性」の見直し（案）

○地域資源

見直し前（現行計画）

このほか、埼玉スタジアム２○○２は、東
京2020 オリンピック・パラリンピック競
技大会のサッカー会場になるなど、まち
づくりに新しい展開をもたらす地域の核
として期待されています。

見直し（案）

このほか、アジア最大級の収容人数を誇る
サッカー専用スタジアムであり、東京
2020オリンピック・パラリンピック競技
大会の会場となった埼玉スタジアム２○○
２は、Ｊリーグや日本代表戦などの試合が
数多く開催され、国内外から多くの方が訪
れています。

東京2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の終了

見直しのポイント
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「まちづくりのポイント」に基づき令和４年度に実施された事業について、「区のまちづくりアンケート調査」を実施し区民の方と有識者
の方に事業について評価いただきました。区民による事業の評価については、いずれもおおむね70％を下回っているため、引続き取り組
むべきものとし、「区のまちづくりのポイント」についての修正は行わないものとしております。

※区民による事業の評価について、５つの選択肢「（ア）十分、（イ）おおむね十分、（ウ）やや不十分、（エ）不十分、（オ）わからない）」
のうち、「（オ）わからない」と回答いただいた数を除いた選択総数における「（ア）十分」、「（イ）おおむね十分」の選択数の割合です。

まちづくりのポイント
【参考】令和４年度 区のまちづくりアンケートの結果について

緑区の主要な取組 一般評価 有識者評価

１ 郷土愛を育て
るまちづくり

(1)地域活動の機会創出と参加促進、地域の
リーダー育成の支援

(2)まちの魅力を共有できる世代間交流と
地域間交流の促進

(3) 見沼田圃等の地域資源や歴史・文化資源を
活用し、子どもの時から自分のまちに関心を
持つ、我がまちを誇りとする人づくり

（１）緑区区民まつり ― ―

（２）緑区かかしランド 66% 85%

（３）緑太郎ロード活用事業 61% 77%

（４）次世代に向けた歴史文化資源の保存
・継承・活用事業

70% 92%

（５）見沼田圃の保全と新たな活用・創造の
推進

63% 54%

２ 「健幸」に暮ら
せるまちづくり

(1)子育て世代や若い世代への支援の充実
(2)高齢者や障害者、介護をする人々への支援

の充実
(3)人が集い行き交いながら、共に支えあう

意識の醸成
(4)いつまでも元気で暮らせる健康づくりの支援

（１）ケアラー（家族等を介護する人）支援講座 51% 59%

（２）介護予防教室 62% 61%

（３）妊娠・出産包括支援事業 64% 55%

（４）生活習慣病予防普及啓発活動 56% 59%

（５）特定教育・保育施設等整備事業 59% 55%

８．「まちづくりのポイント」について
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まちづくりのポイント
【参考】令和４年度 区のまちづくりアンケートの結果について

緑区の主要な取組 一般評価 有識者評価

３ 安全で安心して
暮らせるまちづくり

(1)交通安全対策の推進と安全な道路
環境の整備

(2)防犯意識の高揚と対策の推進
(3)防災情報の提供と地域防災力の

向上

（１）交通安全啓発活動 71% 78%

（２）道路安全パトロール 67% 61%

（３）青色防犯パトロール 68% 73%

（４）防犯・防災啓発 62% 76%

（５）緑区防災展 61% 63%

（６）避難所運営訓練 60% 79%

（７）歩道等整備事業・ゾーン30整備事業 51% 61%

４ 自然と共生し、
生活環境の整った
まちづくり

(1)緑や水辺等の自然環境の保全、
自然と調和した生活環境の整備

(2)交通渋滞の解消に向けた幹線道路
の整備

(3)土地区画整理事業等による計画的
な市街地形成の推進

（１）不法投棄防止対策事業 49% 50%

（２）緑区見沼田んぼキレイきれい大作戦 75% 80%

（３）身近な公園の整備推進 55% 46%

（４）土地区画整理事業 54% 43%

（５）幹線道路整備事業 55% 35%

（６）学校施設リフレッシュ基本計画に基づく
改修工事 68% 55%

８．「まちづくりのポイント」について
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まちづくりのポイント
【参考】令和４年度 区のまちづくりアンケートの結果について

緑区の主要な取組 一般評価 有識者評価

５ にぎわいのある
まちづくり

(1)地域資源や観光資源の活用と
情報発信によるにぎわいの創出

(2)産直販売や観光農園など、
地産地消の取組による農業の
活性化

（１）緑区マルシェ 65% 56%

（２）緑区オープンガーデン 75% 67%

（３）東浦和駅前クリスマスツリーの点灯 ― ―

（４）区の魅力を伝える情報発信 53% 50%

（５）美園地区のまちづくりの推進 59% 59%

８．「まちづくりのポイント」について
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